
著者名 請求番号 出版社

ﾚｼﾞｰ 002.7 ﾚｼﾞ  集英社

自由国民社 031 ｼﾞﾕ 2023 自由国民社

近藤 誠一 081.6 ｺﾝ 2 かまくら春秋社

(財)静岡県文化財団 090 ｼｽﾞ  ことのは社

久保(川合)南海子 141.5 ｸﾎﾞ  集英社

久野 善史 147 ｸﾉ 同窓生 たま出版

久野 善史 147 ｸﾉ 同窓生 たま出版

鎌田 浩毅 159 ｶﾏ  ｲﾝﾌﾟﾚｽ

ｵﾘﾊﾞｰ･ﾊﾞｰｸﾏﾝ  159 ﾊﾞｰ  かんき出版

小澤 竹俊 159.7 ｵｻﾞ  角川書店

永守 重信 159.7 ﾅｶﾞ  小学館

播田 安弘 210 ﾊﾘ 2 講談社

篠 綾子 281 ｼﾉ  文藝春秋

読売新聞社会部 281 ﾖﾐ  新潮社

沢木 耕太郎 289.1 ｻﾜ  新潮社

水野 一晴 290.1 ﾐｽ  角川書店

樋口 裕一 302.1 ﾋｸﾞ  学研ﾌﾟﾗｽ

304 2023  文藝春秋

宇野 重規 318 ｳﾉ  大和書房

南部 義典 324.1 ﾅﾝ  ｼｰｱﾝﾄﾞｱｰﾙ研究所

唐鎌 大輔 332.1 ｶﾗ  日経BPﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

小林 亮 監修 333.8 ｺﾊﾞ  山と溪谷社

渡辺 努 337.9 ﾜﾀ  講談社

東畑 開人 361.4 ﾄｳ  筑摩書房

ｴﾏﾆｭｴﾙ･ﾄｯﾄﾞ  362 ﾄｯ 1 文藝春秋

ｴﾏﾆｭｴﾙ･ﾄｯﾄﾞ  362 ﾄｯ 2 文藝春秋

宮口 幸治 368.7 ﾐﾔ  新潮社

村瀬 孝生 369.2 ﾑﾗ  医学書院

河口 竜行 370.4 ｶﾜ 1 りょうゆう出版

三宮 真智子 371.4 ｻﾝ  中央公論新社

浅野 恵子 376.8 ｱｻ  ぺりかん社

溝上 慎一 376.8 ﾐｿﾞ  東信堂

藤吉 豊  379.7 ﾌｼﾞ  日経BPﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

斗鬼 正一 386.9 ﾄｷ  淡交社

藤田 敏彦 400 ｲﾜ 313 岩波書店

宮竹 貴久 400 ｲﾜ 314 岩波書店

源 利文 400 ｲﾜ 315 岩波書店

芳沢 光雄 410 ﾖｼ 1・2 講談社

池末 翔太 420 ｲｹ  SBｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ

郡司 芽久 481.1 ｸﾞﾝ  NHK出版

茨木 保 491.3 ｲﾊﾞ  筑摩書房

磯野 真穂 498.1 ｲｿ  筑摩書房

里見 清一 498.1 ｻﾄ  幻冬舎

医療者が語る答えなき世界

医者とはどういう職業か

｢死んだふり｣で生きのびる

環境DNA入門

新体系･大学数学入門の教科書 上･下

一度読んだら絶対に忘れない物理の教科書

ｷﾘﾝのひづめ､ﾋﾄの指

まんが人体の不思議

芸術学部

高校生の学びと成長に向けた｢大学選び｣

｢勉強法のﾍﾞｽﾄｾﾗｰ100冊｣のﾎﾟｲﾝﾄを1冊にまとめてみた｡

日本人が知らない世界の祝祭日事典

４００　自然科学

ﾋﾄﾃﾞとｸﾓﾋﾄﾃﾞ

ｹｰｷの切れない非行少年たちのｶﾙﾃ

ｼﾝｸﾛと自由

ｼﾘｰｽﾞ学びとﾋﾞｰｲﾝｸﾞ 1 いま授業とは､学校とは何かを考える

ﾒﾀ認知

自分で始めた人たち

教えて南部先生!18歳成人Q&A

｢強い円｣はどこへ行ったのか

SDGs用語辞典

世界ｲﾝﾌﾚの謎

聞く技術聞いてもらう技術

文藝春秋ｵﾋﾟﾆｵﾝ2023年の論点100

限りある時間の使い方

折れない心を育てるいのちの授業

大学で何を学ぶか

２００　歴史・地理

日本史ｻｲｴﾝｽ 2 邪馬台国､秀吉の朝鮮出兵､他

歴史をこじらせた女たち

我々はどこから来て､今どこにいるのか? 上

我々はどこから来て､今どこにいるのか? 下 民主主義の野蛮な起源

新着本の紹介　

書　　　名

０００　総　記

ﾌｧｽﾄ教養

人生はそれでも続く

天路の旅人

人間の営みがわかる地理学入門

３００　社会科学

18歳から100歳までの日本の未来を考える17のｷｰﾜｰﾄﾞ

現代用語の基礎知識 2023

近藤誠一全集 2 対談 2

うつりゆく駿河湾

１００　哲学・心理学

｢推し｣の科学

｢生老病死｣にとらわれない心をつくる

先天的に自分を認識できない人

武器としての教養

・全校で鑑賞

今回はｺﾛﾅ禍以降初めての全校そろっての行事となりました。

昨年から芸術鑑賞教室の準備を進めていましたが、思いのほ

かｺﾛﾅ禍が収まらず実行できるかどうか不安だったのですが、

無事に実行できました。やはりみんなで体験を共有できてこ

その学校行事です。これをきっかけに学校のあるべき形が取

り戻せることを願うばかりです。

・図書委員の力作

図書委員が作成した新聞はいかがでしたか。北斎や馬琴、

娘お栄について詳しく調べてありました。特にお栄が実在の

人物だったことを知ることができたのは劇を見る上でもよ

かったのではないでしょうか。お栄という絵描きの娘がいた

ということが、北斎のｷｬﾗｸﾀｰを人間味あふれるものにしたの

だと思います。

・人間ドラマ

劇中にはさまざまなﾄﾞﾗﾏが織り込まれていました。芸術に

打ち込む姿、才能あるものどうしであればこその軋轢、対立

しながらも認め合う友情。そして夫婦の信頼、親子の愛情。

芸術至上主義と人間愛の融合が、令和の時代ならではと思い

ます。

・芸術至上主義

２，３年生は現代文で中島敦の『山月記』を習ったことと

思います。また芥川龍之介の『地獄変』を読んだことのある

人もいるでしょう。これらは、芸術のために家族を犠牲にし

た者の末路が描かれた小説です。“描かずにはいられない”狂お

しいほどの芸術に対する執念は、必ずや犠牲を生まなければ

ならないのでしょうか。それに対する一つの答えが、この劇

の中にあったように思います。

・李徴に足りなかったもの

山月記の李徴は詩に執着するあまり、虎になってしまいま

す。家族をないがしろにした罰だと李徴は思っているようで

すが、むしろ家族のために詩に専念もできず、また家族にも

向き合うことをしなかった中途半端さが詩人としての大成を

阻害したのだと私は考えています。一方この劇の北斎は、芸

術にも自分にも家族や友人にも正直に生きていきます。そし

てそれを理解し支える周囲の人々。芸術に正直だからこそ周

囲もそれを受け入れたのでしょう。“何かを犠牲にする”という

発想から自由になったとき、令和の新しい芸術至上主義が見

えたような気がします。

・合理的誠実さ

ｵﾗﾝﾀﾞ人に絵を値切られそうになったときのｾﾘﾌも印象的で

す。「最初から半額と言えば、それなりに画材を工夫してよ

い絵を仕上げた。」という言葉。これも李徴や良秀とは違う

と思いました。ｸﾗｲｱﾝﾄの要求に応じ最善を尽くすのは現代に

も通じる合理的なﾋﾞｼﾞﾈｽの誠意でしょう。とかく「職人気

質」といえば、自己中心的な偏屈さをｲﾒｰｼﾞしますが、単に買

いたたかれるのが嫌だというのではなく、ｸﾗｲｱﾝﾄと対等な立

場で仕事をする。日本という国が野蛮な国ではなく、合理的

な精神を持つ文明国であることを示したのだと思いました。

それを感じたからこそ、ｵﾗﾝﾀﾞ人たちも自らの行いを恥じ謝罪

したのでしょう。

・東西の交流から

葛飾北斎は、ｼﾞｬﾎﾟﾆｽﾞﾑとしてｺﾞｯﾎやｾｻﾞﾝﾇに多大な影響を

与えました。北斎自身も西洋画から遠近法を学んでいます。

「富嶽三十六景」の斬新な構図も遠近法をﾏｼﾀｰしたからこそ

なしえたものと思います。北斎は定規やｺﾝﾊﾟｽを使って構図を

決めたといいます。それゆえに、北斎の「富嶽三十六景」は

どれをいてもその斬新さが際立ちます。「神奈川沖浪裏」は

有名ですが、他にも「尾州不二見原」の大きな丸い桶や「甲

州石班沢」の漁師の投げる投網の線に幾何学的な妙味を感じ

ます。聞くところによれば、黄金比やﾌｨﾎﾞﾅｯﾁ数列がその中に

込められているそうな。絵をほめるのに「写真のようだ」

「実物のようだ」ということがありますが、実物を超越する

からこそ芸術なのです。北斎の絵には現実を数学的に再定義

する象徴性の極致が感じられます。

文化論の定石として、東西の対比によって考察することが

常ですが、むしろ革新は異質な文化の交流するところから生

まれるのです。

２０２２年１２月号 No.１８６

令和４年１２月１５日
発行／沼津東高等学校図書館

のつぶやき 北斎マンガにみる芸術至上主義

12月７日に芸術鑑賞教室が行われました。本校の芸術鑑賞教室は３年に１度行われます。

今年は劇団わらび座のﾐｭｰｼﾞｶﾙ『北斎ﾏﾝｶﾞ』でした。

図書館にコラム関連本があります。

冬休みに読んでみませんか。

『葛飾北斎伝』

飯島虚心/著

『眩くらら』

朝井まかて/著

『衣為担担録』

山本昌代/著

寄贈

寄贈

寄贈

寄贈

寄贈

寄贈

ﾘｸｴｽﾄ本

ﾘｸｴｽﾄ本



著者名 請求番号 出版社 著者名 請求番号 出版社

ｸﾗｳﾃﾞｨｱ･ﾊﾓﾝﾄﾞ  498.3 ﾊﾓ  TAC株式会社 新川 帆立 913.6 ｼﾝ 2 講談社

ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｼｪﾊﾟｰﾄﾞ 498.9 ｼｪ  大和書房 多和田 葉子 913.6 ﾀﾜ  講談社

多和田 葉子 913.6 ﾀﾜ  講談社

古舘 恒介 501.6 ﾌﾙ  英治出版 知念 実希人 913.6 ﾁﾈ  文藝春秋

三谷 徹   518.8 ﾐﾀ 同窓生 鹿島出版会 永井 みみ 913.6 ﾅｶﾞ  集英社

三谷 徹 518.8 ﾐﾀ 同窓生 彰国社 夏川 草介 913.6 ﾅﾂ 2 小学館

三谷 徹/訳 518.8 ﾐﾀ 同窓生 鹿島出版会 早見 和真 913.6 ﾊﾔ  角川書店

ﾌﾞﾗｲｱﾝ･ﾌﾞｰﾏ  519 ﾌﾞﾗ  原書房 早見 和真 913.6 ﾊﾔ 2 角川書店

岸田 省吾 520.4 ﾐﾀ 同窓生 鹿島出版会 道尾 秀介 913.6 ﾐﾁ 2 文藝春秋

三谷 徹 523.5 ﾐﾀ 同窓生 丸善 朝井 ﾘｮｳ ほか 913.6 ﾓﾉ  集英社

平野 ﾚﾐ 596 ﾋﾗ  主婦の友社 森 晶麿 913.6 ﾓﾘ  小学館

夕木 春央 913.6 ﾕｳ  講談社

三谷 徹/訳 629 ﾐﾀ 同窓生 鹿島出版会 米澤 穂信 913.6 ﾖﾈ 2 集英社

綿矢 りさ 913.6 ﾜﾀ  河出書房新社

金子 信久 721 ｶﾈ  講談社 鎌田 實 914.6 ｶﾏ  河出書房新社

中野 京子 723 ﾅｶ  集英社 岸田 奈美 914.6 ｷｼ  小学館

中山 有香里 726.1 ﾅｶ  角川書店 草思社編集部 914.6 ｿｳ  草思社

JEMMA 746.7 ｼﾞｴ  ｲﾝﾌﾟﾚｽ ｽﾞﾗｰﾀ･ｲｳﾞｧｼｺﾜ 916 ｲｳﾞ  世界文化社

Akine Coco 748 ｱｷ  芸術新聞社 永田 豊隆 916 ﾅｶﾞ  朝日新聞出版

牟田 都子 749.1 ﾑﾀ  亜紀書房 浅見 洋二 928 ｱｻ 詩12 明治書院

反田 恭平 762.1 ｿﾘ  幻冬舎 ﾎﾘｰ･ｼﾞｬｸｿﾝ 933.7 ｼﾞﾔ  東京創元社

ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾃﾞｭﾎﾞﾜ 763 ﾃﾞﾕ  講談社 小川 洋子 949.3 ｵｶﾞ  NHK出版

水上 麻由子 791 ﾐｽﾞ  二見書房 ｱﾆｰ･ｴﾙﾉｰ  953.7 ｴﾙ  早川書房

ｱﾆｰ･ｴﾙﾉｰ  953.7 ｴﾙ  早川書房

三木 那由他 801 ﾐｷ  光文社

高野 秀行 804 ﾀｶ  集英社

西川 清史 814.4 ﾆｼ  飛鳥新社

大堀 精一 816.5 ｵｵ  講談社

大堀 精一 ﾞ 816.5 ｵｵ  学研ﾌﾟﾗｽ

小林公夫 816.5 ｺﾊﾞ  教学社

船岡 富有子 834 ﾌﾅ  角川書店

中田 達也 834.4 ﾅｶ  講談社

木下 龍也 911.1 ｷﾉ  ﾅﾅﾛｸ社

相沢 沙呼 913.6 ｱｲ 2 講談社

青柳 碧人 913.6 ｱｵ  双葉社

阿部 智里 913.6 ｱﾍﾞ 文藝春秋

有栖川 有栖 913.6 ｱﾘ  文藝春秋

大島 真寿美 913.6 ｵｵ  小学館

小川 哲 913.6 ｵｶﾞ  朝日新聞出版

小川 哲 913.6 ｵｶﾞ  集英社

奥田 英朗 913.6 ｵｸ  集英社

温 又柔 913.6 ｵﾝ  講談社

汐見 夏衛 913.6 ｼｵ  ｽﾀｰﾂ出版

汐見 夏衛 913.6 ｼｵ  ｽﾀｰﾂ出版

汐見 夏衛 913.6 ｼｵ  ｽﾀｰﾂ出版海に願いを風に祈りをそして君に誓いを

永遠年軽

君はきっとまだ知らない

だから私は､明日のきみを描く

君のｸｲｽﾞ

地図と拳

ﾘﾊﾞｰ

烏の緑羽

捜査線上の夕映え

たとえば､葡萄

あなたのための短歌集

invert 2 覗き窓の死角

赤ずきん､ﾋﾟﾉｷｵ拾って死体と出会う｡

医歯薬系入試によくでる英単語600 改訂第2版

英語は決まり文句が8割

９００　文　学

小論文 書き方と考え方

ﾏﾝｶﾞでわかる!小論文 頻出ﾃｰﾏ編

医学部の実戦小論文 3訂版

会話を哲学する

語学の天才まで1億光年

にゃんこ四字熟語辞典

楽器の科学 美しい音色を生み出す｢構造｣と｢しくみ｣ ｱﾝﾈの日記

おうち茶道のすすめ ｼﾝﾌﾟﾙな情熱

８００　言　語 嫉妬

ｱﾆﾒのﾜﾝｼｰﾝのように｡ 妻はｻﾊﾞｲﾊﾞｰ

文にあたる 新釈漢文大系 詩人編12 陸游

終止符のない人生 優等生は探偵に向かない

名画の中で働く人々 傘のさし方がわからない

疲れた人に夜食を届ける出前店 作家の老い方

ｽﾏﾎ1台で動画制作はじめます! ｳｸﾗｲﾅから来た少女ｽﾞﾗｰﾀ､16歳の日記

ｱｰｽﾜｰｸの地平 栞と嘘の季節

７００　芸　術 嫌いなら呼ぶなよ

子犬の絵画史 1%の力

風景を読む旅 ﾓﾉｶﾞﾀﾘは終わらない

平野ﾚﾐのｵｰﾙｽﾀｰﾚｼﾋﾟ 超短編!ﾗﾌﾞｽﾄｰﾘｰ大どんでん返し

６００　産　業 方舟

ﾓﾀﾞﾝﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟｱｰｷﾃｸﾁｭｱ 八月の母

世界環境変動ｱﾄﾗｽ 新!店長がﾊﾞｶすぎて

建築の｢かたち｣と｢ﾃﾞｻﾞｲﾝ｣ いけない 2

ｴﾈﾙｷﾞｰをめぐる旅 機械仕掛けの太陽

ﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟの近代 ﾐｼﾝと金魚

場のﾃﾞｻﾞｲﾝ ﾚｯﾄﾞｿﾞｰﾝ

休息の科学 競争の番人 〔2〕 内偵の王子

不自然な死因 太陽諸島

５００　技　術 星に仄めかされて

書　　　名 書　　　名

４００　自然科学 ９００　文　学

えたような気がします。

本の貸し借り、閲覧室の利用ができます。自習室の利用時間も同じです。

寄贈

寄贈

寄贈

寄贈

寄贈

寄贈

寄贈

より本の寄贈がありました。

他の本も展示しています。

『ﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟの近代』

三谷 徹/著

『風景を読む旅』

三谷 徹/著

『場のﾃﾞｻﾞｲﾝ』

槙 史彦/編著

三谷 徹/編著

寄贈

ﾘｸｴｽﾄ本

ﾘｸｴｽﾄ本

ﾘｸｴｽﾄ本

ﾘｸｴｽﾄ本

ﾘｸｴｽﾄ本

ﾘｸｴｽﾄ本

ﾘｸｴｽﾄ本

ﾉｰﾍﾞﾙ文学賞受賞

月 火 水 木 金 土 日
19 20 21 22 23 24 25
9:00 9:00 9:00 9:00

～ ～ ～ ～ 閉　館 閉　館

17:00 17:00 17:00 17:00

26 27 28 29 30 31 1
9:00 9:00 9:00

～ ～ ～ 閉　館 閉　館 閉　館 閉　館

16:00 16:00 15:00

2 3 4 5 6 7 8
9:00

閉　館 閉　館 閉　館 ～ 閉　館 閉　館

16:00

始業式
17：00閉館

終業式
16:00閉館


